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『三
代
集
之
間
事
』
考

■
）

は
じ
め
に

「三
代
集
之
間
事
責
以
下
誤
解
の
恐
れ
の
な
い
限
り
「本
書
」
と
称
す
）
は
、

藤
原
定
家
の
手
に
な
る

「後
撰
集
』
「拾
遺
集
』
の
注
解
書
で
あ
る
。
丁

数
に
し
て
僅
か
に
十
数
丁
の
零
細
な
著
述
で
あ
り
、
本
書
に
前
後
し
て

著
さ
れ
た

「顕
注
密
勘
』
『僻
案
抄
」
に
比
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
さ

ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
定
家
晩
年
の

一
連
の
古
典
校
勘
と
注
釈
作
業
を

考
察
の
対
象
と
す
る
際
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
一
書
で
あ
る
。

本
書
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
、
野
口
元
大
氏

「定
家
自
筆
本

コ
ニ
代

集
之
間
事
」
に
つ
い
て
」
（国
語
国
文
学
研
究
５
昭
“
・
１２
）
が
あ
り
、
同

稿
を
吸
収
補
訂
し
た
、
同
氏

コ
ニ
代
集
之
間
事

（翻
刻
・解
説
こ

貧
三
代

集
の
研
究
』
明
治
書
院
昭
５６
・
５
）
に
御
架
蔵
本
の
紹
介
と
本
書
の
成
立

事
情
に
関
す
る
考
察
が
示
さ
れ
、
御
架
蔵
本
と
熊
本
大
学
附
属
図
書
館

寄
託
永
青
文
庫
蔵
本
と
を
校
勘
し
た
翻
刻
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
野
口

氏
蔵
本
は
、
江
戸
中
期
。
明
和
二
年

（％
）
の
書
写
な
が
ら
も
定
家
筆

本
の
臨
模
と
言
わ
れ
、
野
口
氏
蔵
本
が
翻
刻
さ
れ
、
次
い
で
永
青
文
庫

海
野
　
圭
介

蔵
本
が
伊
地
知
鐵
男
氏
の
解
題
を
付
し
て
「細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
９
歌

論
集
」
（汲
古
書
院
昭
５８
・
１
）
に
影
印
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
書
を

め
ぐ
る
基
礎
的
課
題
の

一
つ
は
既
に
解
決
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
所
に
存
す
る
伝
本
を
引
き
比
べ
て
み
る
と
、

従
来
、
野
口
氏
蔵
本
の
存
在
に
多
く
を
よ
り
な
が
ら
示
さ
れ
て
き
た
本

書
自
体
の
成
立
や
性
格
と
い
っ
た
基
本
的
問
題
に
つ
い
て
も
再
考
が
求

め
ら
れ
よ
う
に
思
わ
れ
、
書
誌
め
ぐ
る
問
題
に
は
、
な
お
検
討
の
余
地

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
書
誌
的
な
課
題
の
追
求
と
並
行
し
て
、
一
方
で
は
、
川
平
ひ

と
し
氏

「
三
代
集
之
間
事
』
読
解
」
（跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
Ｈ

昭
５８
・３
）
に
よ
り
、
本
文
の
具
体
的
読
解
を
通
し
て
示
さ
れ
た
本
書
の

記
載
内
容
の
基
本
的
枠
組
み
を
参
照

・
批
判
し
つ
つ
、
更
な
る
読
解
の

可
能
性
を
探
る
作
業
の
継
続
も
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

上
記
の
問
題
点
に
よ
り
、
本
稿
で
は
、
先
に
、
伝
本

・
伝
来

・
本
文

等
の
書
誌
的
な
問
題
の
検
討
か
ら
は
じ
め
、
次
い
で
、
本
書
の
成
立

・

内
容
・位
置
付
け
等
の
読
解
に
関
連
す
る
問
題
の
検
討
に
及
ぶ
こ
と
と

し
た
い
。
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一

は
じ
め
に
、
奥
書

・
識
語
類
に
よ
っ
て
本
書
の
成
立
時
期
と
伝
来
の

過
程
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
多
岐
に
亘
る
伝
流
を
伝
え
る
熊
本
大
学

附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵
伝
中
院
通
勝
筆
本
（ｕ
・３６
・６
）
に
よ
り

奥
書

・識
語
の
全
文
を
示
し
年
次
を
追
う
こ
と
と
す
る

（私
に
句
読
点
を

付
し
、
改
行
を

「／
」
、
改
丁
を

「Ｌ

で
示
し
、
（　
）
内
に
西
暦
年
号
を
補
っ

た
。
以
下
同
様
）。

Ａ
貞
應
元
年

（睦
）
九
月
七
日
　
非
器
重
代
再
人
　
藤
定
家
」

Ｂ
正
嘉
三
年

（
Ψ

一二
月
十
二
日
　
不
慮
博
得
之
。
営
道
之
／
冥
助

也
。
可
悦
可
憑
而
巳
。

停
持
披
覧
之
人
必
可
被
備
後
菩
提
／
也
。
Ｃ
同
十
五
日
私
加
朱
勘
古
再

臨
期
有
失
念
事
故
也
。」

Ｄ
尊
鎮
親
王
御
折
昏
。

三
代
集
之
間
事
。

定
家
卿
真
跡
相
偉
之
／
旨
無
疑
胎
者
也
。
／
御
判
記
之
」

Ｅ
此
三
代
集
之
間
事
、
先
年
以
自
筆
／
之
正
本
手
自
書
写
之
詑
、
而

早
卒
之
／
間
料
昏
等
左
道
之
故
、
今
重
而
加
清
／
書
、
尤
可
謂
道

之
至
宝
、
八
代
集
秀
逸
／
是
又
彼
卿
被
撰
進
云
々
、
傷
為

一
冊
者

／
也
。

慶
長
三
年

（‐５９８
）
十

一
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
幽
斎
玄
旨

（花
押
）

Ａ
は
本
書
成
立
の
際
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

年
次
と
署
名
を
記
す
の
み
の
簡
略
な
奥
書
で
あ
り
、
執
筆
に
至
る
経
緯

は

一
切
窺
え
な
い
も
の
の
、
記
さ
れ
る
年
次
は
、
本
書
に
先
行
す
る
『顕

注
密
勘
』
著
述
の
約

一
年
後
で
あ
り
、
本
書
冒
頭
部
に

「古
今
専
事
。

大
略
去
年
事
次
勘
注
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
「古
今
集
』
注
は

「顕
注

密
勘
』
に
譲
り
、
本
書
の

「後
撰
集
』
注

・
『拾
遺
集
』
注
を

『顕
注
密

亥獅
嬬
評
叫軸
舞̈
蟷
囃
畷

「
不
慮
」
に
本
書
披
見
の
機
会
を
得
た
某
に
よ
り
Ｂ
が
記
さ
れ
る

（調
査

で
き
た
諸
伝
本
中
に
は
正
嘉
三
年
以
前
の
識
語
を
付
す
も
の
は
な
い
）。
Ｂ
に

は

「停
得
之
」
と
あ
り
、
ま
た
、
続
く
Ｄ
に
も

「定
家
卿
真
跡
相
停
之
」

と
定
家
筆
本
の
伝
領

（相
伝
）
が
記
さ
れ
、
Ｄ
の
時
点
で
伝
領
し
た
定

家
筆
本
に
は
Ｂ
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
Ｂ
の
時

点
の
取
得
も
転
写
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
定
家
筆
本
の
伝
領
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｂ
の
末
尾
に
記
さ
れ
る
Ｃ
は
Ｂ
と

一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
正

嘉
三
年

（四
）
三
月
十
二
日
に
Ｂ
を
付
し
た
某
は
、
同
十
五
日
に
朱
筆

を
も

っ
て
行
間
に

「古
再
」
を
加
筆
し
Ｃ
を
付
し
た
。
こ
の

「古
腎
」

は
、
水ヽ
青
文
庫
蔵
本
を
含
む
現
存
伝
本
の
多
く
に
認
め
ら
れ
る
朱
筆
小

字
の
詞
書

・
和
歌
等
の
書
入
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｄ
に
は

「尊
鎮
親
王
御
折
昏
」
の
端
書
が
あ
り
、
青
蓮
院
三
十
五
世

尊
鎮

↑
水
正
元
年
Ш
Ｉ
天
文
十
九
年
Ы
）
に
よ
る
折
紙

（添
状
）
の
転
写
と

考
え
ら
れ
る
。
「定
家
卿
真
跡
相
偉
之
」
と
あ
り
、
尊
鎮
の
披
見
し
た

『
三
代
集
之
間
事
」
も
定
家
筆
本
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
尊
鎮
披
見
の
定
家
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筆
本
に
は
Ｂ

・
Ｃ
が
付
さ
れ
て
お
り
、
本
文
中
に
は
詞
書

・
和
歌
等
の

朱
書
加
筆
が
な
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

Ｅ
は
、
慶
長
三
年

（‐５９８
）ヽ

細
川
幽
斎

（天
文
三
年
団
―
慶
長
十
五
年
‐６‐０
）

転
写
の
際
の
識
語
で
あ
る
。
「先
年
以
自
筆
之
正
本
手
自
書
写
之
詑
」
と

あ
り
、
幽
斎
は
慶
長
三
年
以
前
に
も

「三
代
集
之
間
事
」
を
転
写
し
て

お
り

（神
宮
文
庫
蔵
本

・
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本
識
語
に
関
連
記
事
あ
り
、

後
述
）、
そ
の
底
本
は
定
家
筆
本
で
あ
っ
た
。
永
青
文
庫

（現
）
蔵
の
慶

長
三
年
書
写
本
は
、
幽
斎
で
は
な
く
中
院
通
勝

↑
水
禄
元
年
‐５５８
‐
慶
長
十

五
年
り

の
手
に
な
る
と
思
わ
れ

（後
述
）、
幽
斎
の
命
を
受
け
通
勝
が

書
写
し
た

一
本
に
幽
斎
が
Ｅ
を
書
き
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（或

い
は
奥
書
も
転
写
か
？
↓
。
幽
斎
が
手
に
し
た
定
家
筆
本
に
は
、
Ｂ

・
Ｃ

が
書
き
込
ま
れ
、
Ｄ
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
本
文
中
に
は
詞
書

・
和
歌

等
の
朱
書
加
筆
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
水ヽ
青
文
庫
蔵
本
識
語
に
よ
り
幽
斎
に
至
る
迄
の

コ
ニ
代
集
之

間
事
」
の
伝
来
を
辿
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
が
、
留
意
さ
れ
る
の

は
、
幽
斎
の
周
辺
に
定
家
筆
本
が
伝
来
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
定
家

筆
本
の
現
存
は
未
だ
報
告
さ
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
幽
斎
の
時
点
ま

で
は
自
筆
本
が
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
定
家
筆
本
に
は

正
嘉
三
年

（Ψ

一二
月
十
五
日
の
時
点
で

「古
歌
」
の
朱
書
加
筆
が
な

さ
れ
て
お
り

（Ｃ
に
よ
る
）、
永
青
文
庫
蔵
本
の
よ
う
な
形
態
で
現
存
す

る

「三
代
集
之
間
事
』
は
、
貞
應
元
年

（υ

九
月
七
日
の
定
家
に
よ

る
付
注
の
後
、
正
嘉
三
年

（‐２５９
）
三
月
十
五
日
の
某
に
よ
る
朱
書
加
筆

を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

現
存
諸
伝
本
を
対
照
す
る
と
、
伝
本
間
の
本
文
異
同
は
甚
だ
し
く
は

な
い
も
の
の
、
定
家
自
筆
本
の
転
写
と
し
て
以
前
よ
り
知
ら
れ
て
い
る

野
口
元
大
氏
蔵
本
の
よ
う
に
、
定
家
様
の
書
風
の
特
徴
を
留
め
る
伝
本

や
朱
書
加
筆
部
分
を
持
た
な
い
伝
本
を
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

続
い
て
、
そ
れ
ら
の
諸
伝
本
の
個
別
検
討
と
共
に
整
理
を
行
う
こ
と

と
す
る
。二

現
在
ま
で
に
調
査
で
き
た
伝
本
は
以
下
に
記
す
十
四
本
で
あ
る
。

第
Ｉ
類

ａ
ｌ
野
口
元
大
氏
蔵
本

［存

『後
撰
集
』
注
］

２
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
黒
川
文
庫
本
（黒
・

１
・Ｇ
‐８３
）
［存

『後
撰
集
」
注
］

３
東
海
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桃
園
文
庫
本

（桃
・
２７
・
３
）
［存

『後
撰

集
』
注
］

４
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本

（已
５
・動
）
［存

「後
撰
集
』
注
］

ｂ
５
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵
伝
中
院
通
勝
筆
本
（ｗ
・

３６
・６
）

６
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
細
川
文
庫
本

（％
・甲

ハ
・じ

７
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本

（己
１９
・リ

ｃ
８
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伝
霊
元
天
皇
農
筆
本

（特
じ

９
陽
明
文
庫
蔵
本

（近
・卸
・２３
）
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第
Ⅱ
類

ａ
ｌＯ
神
宮
文
庫
蔵
本

（第
３
門
。
３５９
）

＝
島
原
市
立
図
書
館
蔵
松
平
文
庫
本

（松
・１２‐
・５
）

‐２
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本

（卿
・
３０
）

ｂ
‐３
群
書
類
従
本

（巻
響

＝
関
西
大
学
附
属
図
書
館
蔵
岩
崎
文
庫
本

「藤
門
雑
記

〔第
一
一ピ

所

収
本

（９‐‐
ル
．‐
２
・２
・第
９
冊
）

諸
伝
本
間
に
は
特
異
な
本
文
対
立
は
認
め
ら
れ
ず
、
異
本
と
称
す
べ

き
伝
本
は
見
出
せ
な
い
。
基
本
的
に
は

一
系
統
と
考
え
ら
れ
る
が
、
墨

書
さ
れ
る
注
記
本
文
の
行
間
へ
の
詞
書
・和
歌
等
の
朱
筆
加
筆
の
有
無

に
よ
り
、
加
筆
の
存
す
る
伝
本
群
を
第
Ｉ
類
、
加
筆
の
存
し
な
い
伝
本

群
を
第
Ⅱ
類
と
し
て
類
別
を
試
み
た
。
各
伝
本
個
々
の
詳
細
は
後
述
す

る
こ
と
と
し
て
、
概
括
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
Ｉ
類
と
し
た
伝
本
は
、
定
家
筆
本
に
基
づ
き
正
嘉
三
年

（四
）
に

某
に
よ
っ
て
詞
書
・和
歌
等
が
朱
書
加
筆
さ
れ
た
伝
本
に
発
す
る
伝
本

群
と
考
え
ら
れ
る
。

ａ
と
し
た
１
～
４
は
、
共
に
字
配
り

・丁
移
り
か
ら
用
字
に
至
る
ま

で
ほ
ぼ
同

一
で
あ
り
、う
ち
１
～
３
は
定
家
様
の
書
風
の
特
徴
を
強
く

留
め
る
字
形
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
４
は
書
風
こ
そ
定
家
様
を
留
め
な

い
が
、
字
配
り

。
行
移
り
等
１
～
３
に

一
致
し
、
用
字
も
酷
似
し
て
い

る
。
四
本
共
に
書
写
は
新
し
い
も
の
の
、
古
写
本
の
現
存
の
報
告
の
な

い

「三
代
集
之
間
事
」
に
と
っ
て
基
準
と
す
べ
き
伝
本
群
と
い
え
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
共
に

「後
撰
集
』
注
の
み
の
残
閉
で
あ
り
、
「拾
遺

集
』
注
を
欠
く
。

ｂ
と
し
た
５
～
７
は
本
文
的
に
は
ａ
と
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
が
、と
き

に

一
部
判
読
不
能
の
ま
ま
親
本
の
字
形
を
写
し
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
箇

所
が
あ
る
。
」ヽ
れ
は

８
１
～
３
の
よ
う
な
癖
の
強
い
定
家
様
の
書
風
で

書
写
さ
れ
た
伝
本
を
底
本
と
し
て
転
写
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ

れ
、
ｂ
に
判
読
困
難
な
箇
所
も

ａ
の
伝
本
を
参
照
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
親
本
に
忠
実
な
曖
味
と
も
い
え
る
字
形
を
留
め

る
こ
と
に
よ
り
、逆
に
ｂ
は
ａ
に
類
す
る
伝
本
を
底
本
と
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
ａ
に
欠
く

『拾
遺
集
』
注
を
付
載
す
る
た
め
、
「拾
遺
集
』

注
を
補
う
意
味
で
も
ｂ
の
資
料
的
価
値
は
高
い
と
い
え
る
。
一二
本
共
に

細
川
幽
斎
関
連
の
識
語
を
持
ち
、
幽
斎
周
辺
に
伝
来
し
た

一
本
か
ら
の

派
生
と
認
め
ら
れ
る
。
５
を
中
心
と
し
て
、
５
の
転
写
が
６
で
あ
り
、

７
も
類
本
か
ら
の
転
写
と
考
え
ら
れ
る

（５
か
ら
の
直
接
転
写
で
は
な
い

よ
う
で
あ
る
）。

ｃ
と
し
た
８

ｏ９
は
定
家
以
降
の
識
語
を
付
さ
な
い
が
、
本
文
中
に

は
朱
書
加
筆
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
識
語
の
脱
落
或
い
は
意
識
的
に
削

除
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
本
文
的
に
は

ａ
・
ｂ
と
ほ
ぼ
同

一
で

あ
る
が
、　
一
部
脱
文
が
認
め
ら
れ
る
。

第
Ⅱ
類
と
し
た
伝
本
群
は
、
朱
書
に
よ
る
詞
書

・
和
歌
等
の
加
筆
部

分
を
記
さ
な
い
た
め
、
一
見
す
る
と
加
筆
以
前
の
形
態
を
留
め
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
が
、
本
文
内
容

・
識
語
等
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
一
旦
朱

書
加
筆
が
な
さ
れ
た
伝
本
に
基
づ
き
加
筆
部
分
を
削
除
し
た
も
の
と
考

え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
１０
～
１２
は
近
似
し
て
お
り
、
１０
は
第
Ｉ
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類
ｂ
７
の
類
本
に
発
し
、
朱
筆
加
筆
部
分
を
削
除
し
た
も
の
。
１０
か
ら

更
に
識
語
の

一
部
を
削
除
し
た
も
の
が
＝

。
１２
で
あ
る
。
本
文
は
誤
脱

を
加
え
掲
出
順
に
順
次
末
流
化
す
る
。
１３
は
第
Ｉ
類
ｂ
５

ｏ６
の
類
本

に
発
し
、
朱
筆
加
筆
部
分
を
削
除
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
本
文
に
は

一

部
脱
文
が
認
め
ら
れ
る
。
＝
は
１３
の
転
写
で
あ
る
。

続
い
て
、
各
伝
本
個
々
の
書
誌
と
派
生
す
る
問
題
点
を
記
述
し
、
後

に
、
個
々
の
検
討
に
及
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。

第
Ｉ
類

ａ

１
野
口
元
大
氏
蔵
本

［存

「後
撰
集
」
注
］

明
和
二
年

（り

竹
原
勘
十
郎
玄
路

写
　
一
冊

原
本
未
見
。
野
口
元
大
氏

コ
ニ
代
集
之
間
事

（翻
刻
・解
説
こ

貧
三
代

集
の
研
究
』
明
治
書
院
昭
５６
・
５
）
に
よ
り
記
述
す
る
。
袋
綴

（２‐
．
４
×
‐５
．
５

０
。
外
題

「定
家
卿
三
代
集
之
間
事
」
。
料
紙
、
椿
紙
。
墨
付
Ю
丁
。
毎

半
葉
８
～
９
行

（行
間
の
本
書
加
筆
を
除
く
）。
扉
題

コ
ニ
代
集
之
間
事
／

以
定
家
自
筆
写
之
」
。
内
題

「三
代
集
之
間
事
」
。

定
家
に
よ
る
奥
書
は
記
さ
れ
ず
、
識
語
類
は
扉
裏
に
、

定
家
卿
自
筆
、
為
氏
ノ
朱
書
ノ
本
也
。
文
字
不
可
／
読
依
青
墨
ニ

テ
占
ス̈
。

と
あ
り
、
巻
尾
に
、

明
和
三

（り

乙
酉
秋
九
月
九
日
　
臨
書
。
（印
）

と
あ
る
。
ま
た
、
見
返
し

。
後
表
紙
見
返
し
に
和
歌
が

一
首
ず
つ
記
さ

れ

「玄
路
」
の
書
名
が
あ
る
。

印
記
、
巻
首
尾

「釆
真
」
。
用
字
、
漢
字

・
平
仮
名

（定
家
様
に
て
書

写
）。
行
間
に
朱
書
に
よ
る
部
立

・
詞
書

・
和
歌

・作
者
名
等
の
加
筆
あ

ｈ＝フ。該
本
は
、
野
口
元
大
氏

「定
家
自
筆
本

コ
ニ
代
集
之
間
事
」
に
つ
い

て
」
（国
語
国
文
学
研
究
５
昭
“
・
１２
）、
同
氏

「三
代
集
之
間
事

（翻
刻
・

剖『賀
巨瑚婚
ギ
鞠
時
嚇紳
語
証蜘肥
雌幹騨製

討
蒻渕
高
観
″と‐こ鮮
難
呻
潮蔵軸怪
騨
М

知
脚赫
巧
静
か
纂
」理憮
増
桑
誓
鴻神
糞

て書
‥

（酸
脚鮒暁一等
諄
纂
輩
誤計
蠅
ぱ
惚

誕
輔ユれかは憂

誇
師
馨
Ｆ

解

朔議利かつれ“躙噺卦句％稀吋』｝膠』難ιこぼ』雌鮮唯がるで」独囃

瑚絆
鯖
需
鰯
悧輔
燿
れの環
鑓
魏
鍔
脱
鼎

倒れ碍れ禦轄硝鳩耐涎濯コ算〔制嚇訴贖％裁『粉は獅場懃』̈

庫本・３桃園文庫本の出現により同系本文の比較検討が可能
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と
な

っ
た
。
ま
た
、
２

・
３
は
単
に
本
文
の
校
訂
に
有
益
な
ば
か
り
で

は
な
く
、
同
系
統
伝
本
の
直
接
祖
本
の
姿
を
推
測
さ
せ
る
点
で
も
注
意

さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
２

・
３
に
触
れ
る

際
に
併
せ
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

２
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
黒
川
文
庫
本

（黒
・

１
●Ｇ
‐８３
）
［存

「後
撰
集
』
注
］

文
化
二
年

（炒

屋
代
弘
賢

写
　

一
冊

袋
綴
。
薄
焦
茶
色
表
紙

（獅
×
１６．
８
０
ヽ
左
肩
子
持
枠
題
察

「三
代
集

間
事

馴
静
筆
ｏ
扉
左
肩
打
付
書

「載
稼
柳
障
事
拾
遺
集
開
」
。
料
紙
、
薄

様

（全
丁
に
亘
り
総
裏
打
補
修
。
扉
は
椿
紙
）。
墨
付
、
９
丁
、
遊
紙
、
な

し
。
毎
半
葉
８
～
９
行

（行
間
の
本
書
加
筆
を
除
く
）。
和
歌

一
首
２
行
書
、

字
面
高
さ
、
約
知
ｍ
。
内
題

「三
代
集
之
間
事
」
。

定
家
に
よ
る
奥
書
は
記
さ
れ
ず
、
巻
尾
に
以
下
の
よ
う
な
極
の
転
写

と
識
籍
「
あ
る
。

京
極
黄
門
定
家
卿

朱
筆
為
氏
卿

に
一
代
集
間
事
／
箱
書
附
小
堀
遠
州

此
本
小
遠
州
所
持
也
。
古
筆
了
音

（琴
山
）

弘
賢
按
。
定
家
卿

ニ
ハ
ア
ラ
ス
。
筆
力
及
料
紙
ノ
時
代
を
以
聖
ル

ニ
／
為
氏
卿
ノ
臨
書
ト
オ
ホ
シ
キ
也
。
文
化
二
（椰
）
閏
八
月
二

日
模
。

買
琴
山
と
は
印
章
で
は
な
く
写
し
。
「弘
賢
按
…
…
」
以
下
は
朱
書
。
ま

た
、
表
紙
に
も
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

定
家
卿
真
蹟
影
篤
／
屋
代
弘
賢
篤
本
。

印
記
、
巻
首

（扉
）
「黒
川
／
真
頼
」
（単
郭
円
形
朱
印
）。
用
字
、
漢
字

・

平
仮
名

（定
家
様
に
て
書
写
）。
行
間
に
朱
書
に
よ
る
部
立

・
詞
書

・
和

歌

・
作
者
名
等
の
加
筆
あ
り
。
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
付
属

図
書
館
所
蔵
特
殊
文
庫
目
録
』
（昭
５０
．
３
）
に
記
載
あ
り
。

底
本
の
形
態
を
伝
え
よ
う
と
努
め
た
ら
し
く
、
１
丁
裏

。
９
丁
表
の

料
紙
に
打
曇
の
さ
ま
が
朱
で
転
記
さ
れ

「青
雲
」
等
の
注
記
が
あ
る
。

ま
た
、後
表
紙
に
も
内
外
に
朱
筆
で
短
冊
を
掛
け
た
薄
・蓮
が
描
か
れ
、

「キ
ン
」
「ギ
ン
」
等
の
注
記
が
あ
る
。
後
表
紙
内
面
に
描
か
れ
た
薄
に

掛
か
る
短
冊
に
は
、
「後
撰
集
之
中
自
他
之
説
不
同
」
と
定
家
様
の
書

風
で
墨
書
さ
れ
る
。

転
写
さ
れ
る
極
は
、
古
筆
了
音

（延
宝
二
年
副
―
享
保
十
年
陽
）
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
該
本
の
親
本
は
了
音
の
没
年
で
あ
る
享
保
十
年
ま
で

に
同
文
面
の
極
札
が
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
定
家
筆

・為
氏
朱
書

と
極
め
ら
れ
、
小
堀
遠
州

（天
正
七
年
‐５７９
‐
正
保
四
年
醐
）
所
持
と
記
さ

れ
る
点
は
何
れ
も
確
証
は
見
出
せ
な
い
。

該
本
自
体
は
、
江
戸
後
期

・
文
化
二
年

（剛
）
に
屋
代
弘
賢

（宝
暦
八

年
‐７５８
‐
天
保
十
二
年
Ⅲ
）
に
よ
り
臨
模
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
弘
賢
の

鑑
定
に
よ
れ
ば
、
該
本
の
祖
本
自
体
が
既
に
定
家
筆
で
は
な
く
、
為
氏

の
手
に
な
る
転
写
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
為
氏
と
い
う
鑑
定
も
、
多

分
に
了
音
の
極
を
意
識
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
が
、
該
本
の
親
本
の
書

写
年
代
は
極
・識
語
の
記
載
よ
り
大
幅
に
下
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
も

思
わ
れ
、
今
後
の
出
現
が
侯
た
れ
る
。



３
東
海
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桃
園
文
庫
本

（桃
。
２７
・
３
）
［存
「後
撰
集
』

注
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
十
三
年

（‐８‐６
）
写
　
一
冊

袋
綴
。
騰
脂

。濃
緑
色
で
桜
花
を
描
く
薄
灰
緑
色
表
紙

（″
×
１９
．
３
り
０

外
題
、
な
し
。
料
紙
、
薄
様

（間
に
自
色
椿
紙
を
挟
み
込
む
）、
識
語
部
分

は
椿
紙
。
墨
付
、
１０
丁
、
遊
紙
、
な
し
。
毎
半
葉
８
～
９
行

（行
間
の

朱
書
加
筆
を
除
く
）。
和
歌

一
首
２
行
書
、
字
面
高
さ
、
約
２‐
．
５
ｍ
ｏ
内
題

「三
代
集
之
間
事
」
。

定
家
に
よ
る
奥
書
は
記
さ
れ
ず
、
巻
尾
に
以
下
の
識
語
が
あ
る
。

此

一
巻
は
権
中
納
言
定
家
卿
染
筆
に
し
て
、
朱
／
書
を
加
へ
給
ふ

は
前
大
納
言
為
氏
卿
な
り
。
箱
／
か
さ
ね
入
て
、
内
の
箱
は
塗
た

る
に
歌
の
こ
ゝ
ろ
を
／
黄
金
に
て
書
た
る
に
、
同
じ
も
の
し
て
巻

の
名
／
を
小
堀
遠
江
守
宗
甫
入
道
か
け
る
也
。
世
々
の
／
筆
さ
た

め
の
し
る
し
杯
も
そ
へ
つ
ヽ
、
江
府
の
／
停
馬
町
と
い
へ
る
所
の

旧
家
片
山
吉
兵
衛
／
と
申
人
持
侍
て
し
を
乞
得
て
紙
を
か
／
さ
し

て
写
畢
ぬ
。

文
化
十
三
年

（‐８‐６
）
丙
子
春
三
月
　
　
　
　
坐
具
庵
主
源

（花
押
）

印
記
、
巻
首

「渡
邊
千
秋
蔵
書
」
（単
郭
長
方
形
朱
印
）、
「渡
邊
／
千

秋
／
情
親
」
（単
郭
正
方
形
朱
印
）。
用
字
、
漢
字

・
平
仮
名

（定
家
様
に
て

書
写
）。
行
間
に
朱
書
に
よ
る
部
立

・
詞
書

・
和
歌

。
作
者
名
等
の
加
筆

あ
り
。
「桃
園
文
庫
目
録

中
巻
』
（東
海
大
学
附
属
図
書
館
昭
６３
・
３
）
に

書
誌
等
の
略
記
あ
り
。

識
語
に
よ
れ
ば
、
該
本
は
定
家
筆
本
の
透
写
で
あ
り
、
親
本
に
あ
た

る
定
家
筆
本
は
、
定
家
筆

・
為
氏
朱
加
筆
で
、
二
重
の
箱
入
り
、
内
箱

は
塗
箱
、
小
堀
遠
州
の
手
に
よ
り
金
泥
で

「歌
の
こ
ヽ
ろ
」
「巻
の
名
」

を
記
し
て
あ
っ
た
と
い
う
。
外
見
的
な
特
徴
に
詳
細
で
あ
る
の
で
、
実

際
に
見
聞
し
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
定
家

・
為
氏

・
小
堀
遠
州

と
い
う
記
載
は
２
に
転
写
さ
れ
る
極
と
同
様
で
あ
り
、恐
ら
く
２
と
同

じ
く
古
筆
了
音
の
極
が
附
属
し
た

一
本
を
祖
本
と
し
て
お
り
、
了
音
の

極
を
根
拠
に
識
語
が
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

近
似
す
る
１
～
３
の
う
ち
、
書
写
年
代
は
１
↓
２
↓
３
の
順
で
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
直
接
的
な
書
承
の
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
れ
は
、
１
よ
り
も
書
写
年
代
の
下
る
２

・
３
に
極

。
箱
書
等
の

外
見
的
特
徴
が
よ
り
詳
述
さ
れ
る
点
か
ら
も
認
め
ら
れ
、
本
文
を
比
較

対
照
す
る
と
、
１
の
誤
脱
の
多
く
は
２
に
よ
り
校
勘

・訂
正
が
可
能
で

あ
る

（３
は
透
写
と
考
え
ら
れ
る
が
、
曖
味
な
字
形
の
箇
所
が
ま
ま
見
ら
れ

る
）。ま
た
、
１
に
記
さ
れ
る
定
家

・
為
氏
と
い
っ
た
記
載
は
、
恐
ら
く
は

２
に
転
写
さ
れ
る
古
筆
了
音
の
極
を
根
拠
と
す
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
信

憑
性
は
古
筆
切
に
付
さ
れ
る
伝
承
筆
者
名
と
同
程
度
と
考
え
た
方
が
良

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
に
お
け
る
次
善
の
伝
本
で
あ
る
定
家
筆
本

の
転
写
を
識
語
に
記
す
後
掲
５
～
７
は
定
家
様
の
書
風
で
記
さ
れ
た

一

本
を
祖
本
と
す
る
と
考
え
ら
れ
、
現
存
伝
本
の
祖
本
の
姿
と
転
写
の
過

程
を
を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で
も
１
～
３
の
意
味
は
少
な
く
は
な
い
。
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４
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本

（巳
５
・圃
）
［存

『後
撰
集
』
注
］
写
　
一
冊

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ

り
記
述
す
る
。
袋
綴

η
玉
葉
集
」
「経
国
集
」
と
合
綴
）。
表
紙
左
肩
打
付

書
「玉
葉
和
歌
集
／
三
代
集
之
間
事
／
紅
國
集
」
。
扉
題

コ
ニ
代
集
之
間

事
」
。
墨
付
９
丁

翁
玉
葉
和
歌
集
』
墨
付
２５
丁
・表
紙
・後
表
紙
、
「経
國
集
」

墨
付
３５
丁
・表
紙
・後
表
紙
を
除
く
）。
毎
半
葉
８
～
９
行

（行
間
の
朱
書
加

筆
を
除
く
）。
和
歌

一
首
２
行
書
。
内
題

「
三
代
集
之
間
事
」
。

定酵縦
鵠
等椰が
「ギ
確
閂
聴
欲
え
葬
為

骸
剛
輝
『
。（酌
）
四
月
十
八
日
彼
家
行
件
見
書
之
。
／
□
時
走
筆

印
調
十
型
”
鰐
錦
鴫
破

「 了い
葉
集
』
の
巻
首
に

「彰
考
館
」
（瓢
箪
印
）。

刷
鉾
ど
嘩
躊

。
平
仮
名
。
行
間
に
部
立

・
詞
書

・
和
歌

・
作
者
名
等
の

り減嚇脚袴回獄″競磁喘曰畔澱巌鞠一中てな沖めヽ、一繰酬一幹「酵

疑燎
【一峰確雄一秘
・の場
ｂ海一翻
贅Ъ
』（一辞計
［
‐まも一
ａ‐邸口
れ

響
綺̈綿ｃ鋪
荼
諄
軌誠
ざ̈“誠
遺¶村姉ｒ鱚

に
漏
れ
ず
、
「
こ

ゝ
ろ
に
も
あ
ら
て
ひ
さ
し
く
…
…
源
英
明
朝
臣
」
（「あ

ま
の
ま
て
か
た
」
注
）
や
、
「あ
と
う
か
た
り
の
こ

ゝ
ろ
を
と
り
て
」
翁
さ

く
さ
め
の
と
し
」
注
）
の
部
分
が
欠
落
す
る
な
ど
の
誤
脱
が
ま
ま
見
受
け

ら
れ
る
。

識
語
に
は
、
根
拠
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
１
～
３
と
は
異
な
り

「朱
書
為
家
卿
筆
也
」
と
為
家
加
筆
の
可
能
性
が
示
さ
れ
る
。

５
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵
伝
中
院
通
勝
筆
本

（‐ｏ７
・

３６
・６
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔室
町
末
江
戸
初
〕
写
　
一
冊

原
本
未
見
。
「細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
９
歌
論
集
責
汲
古
書
院
昭
５８
・１
）

所
収
の
影
印
と
解
題

（伊
地
知
鐵
男
氏
・
担
当
）
に
よ
り
記
述
す
る
。
袋

綴

（『八
代
集
秀
逸
」
と
合
綴
）。
藍
色
無
地
表
紙

（獅
×
珈
り
、
左
肩
赤

地
に
金
泥
の
蝋
染
押
紋
様
の
題
禁

「八
代
集
秀
逸

肛
歎
集
之
」
ｏ
墨
付
１６

丁

（「八
代
集
秀
逸
』
８
丁
を
除
く
）、
遊
紙
、
巻
首
尾
各
１
丁
。
毎
半
葉

８
～
９
行

（行
間
の
朱
書
加
筆
を
除
く
）。
和
歌

一
首
２
行
書
。
内
題

「三

代
集
之
間
事
」
。

奥
書

・
識
語
は
巻
尾
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

貞
應
元
年

（囲
）
九
月
七
日
　
非
器
重
代
腎
人
　
藤
定
家
」

正
嘉
三
年

（ｗ
と
二
月
十
二
日
　
不
慮
偉
得
之
営
道
之
／
冥
助
也
。

可
悦
可
憑
而
巳
。

偉
持
披
覧
之
人
必
可
被
備
後
菩
提
／
也
。
同
十
五
日
私
加
朱
勘
古
可
臨

期
有
失
念
事
故
也
。」

尊
鎮
親
王
御
折
昏
。

三
代
集
之
間
事
。



定
家
卿
真
跡
相
停
之
／
旨
無
疑
胎
者
也
。
／
御
判
記
之
」

此
三
代
集
之
間
事
、
先
年
以
自
筆
／
之
正
本
手
自
書
写
之
詑
、
而

早
卒
之
／
間
料
昏
等
左
道
之
故
、
今
重
而
加
清
／
書
、
尤
可
謂
道

之
至
宝
、
人
代
集
秀
逸
／
是
又
彼
卿
被
撰
進
云
々
、
傷
為

一
冊
者

／
也
。

慶
長
三
年

（り

十

一
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
幽
斎
玄
旨

（花
押
）

用
字
、
漢
字

・
平
仮
名
。
行
間
に
朱
書
に
よ
る
部
立

・
詞
書

・
和
歌

・

作
者
名
等
の
加
筆
あ
り
。
熊
本
大
学
法
文
学
部
国
文
学
研
究
室
編

（長

谷
川
強
氏
・野
口
元
大
氏
・担
当
）
『北
岡
文
庫
蔵
書
解
説
目
録
―
細
川
幽
斎

関
係
文
学
書
―
』
（昭
３６
・
‐２
）
に
解
説
あ
り
。

該
本
は
、
「細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
９
歌
論
集
」
（汲
古
書
院
昭
５８
・
１
）

に
影
印
、
野
口
元
大
氏

「
三
代
集
之
間
事

（翻
刻
・解
説
こ

∩
三
代
集
の

研
究
』
明
治
書
院
昭
５６
・
５
）
に
翻
刻

・
校
合
さ
れ
る
。

識
語
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
が
、
少
し
く
補
足
し
て
お
き
た
い
。

該
本
の
前
半
部
に
合
綴
さ
れ
る

「八
代
集
秀
逸
』
巻
尾
に
は

「玄
旨
様

こ
筆
、
提
竃
り
奥
也
足
軒
」
と
記
し
た
紙
片
が
付
さ
れ
、
同
文
庫
蔵
佐

方
宗
佐
筆

「御
歌
書
目
録
』
の
筆
者
名
注
記
に
も

「幽
斎
御
筆
。
お
く

は
也
足
御
筆
」
と
あ
る
。
書
写
者
は
記
さ
れ
る
よ
う
に
中
院
通
勝
と
思

わ
れ
る
。

該
本
は
、
既
に
書
風
に
定
家
様
の
特
徴
を
留
め
ず
、
字
詰
め

・
丁
移

り
等
の
体
裁
も
異
な
る
も
の
の
、
本
文
的
に
は
１
野
口
氏
蔵
本
と
酷
似

す
る

（既
に
野
口
氏
前
掲
論
文
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
）。
１
に
欠
く

「拾

遺
集
』
注
を
付
載
す
る
た
め
、
１
を
補
完
す
る
善
本
と
目
さ
れ
、
現
時

点
に
お
い
て
も
、
近
い
関
係
に
あ
る
伝
本
群
の
中
に
該
本
の
祖
本
や
該

本
を
上
ま
わ
る
善
本
は
見
出
せ
な
い
。

唯

鮮

癬

典

壕

髪

囃

動

撃

分
入
し
之
名
也
」
（７
丁
表
）、
「追
考
と
書
之
中
に
丁
年
に
て
死
由
歎
と

疑
」
（８
丁
裏
）
で
あ
る
が
、
共
に
定
家
様
の
書
風
で
書
写
さ
れ
る
ａ
ｌ

～
３
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「た
」
「即
」
「
シ
ウ
ト
メ
」
「丁
」
と
な
っ
て

い
る

（
ａ
ｌ
～
３
間
に
も
字
形
に
も
小
異
が
あ
り
、
判
読
困
難
な
字
形
を
記
す

例
も
あ
る
。
今
は
２
に
よ
る
）。
「た
」
は

「多
」
を
字
母
と
し
、
「○
」
の

よ
う
に
大
き
く
書
い
た
た
め

「○
」
に
、
「即
」
は
偏

・
芳
が
縦
並
び
に

記
さ
れ
る
た
め

「巴

ゝ
」
と
二
文
字
に
、
「
シ
ウ
ト
メ
」
は

「
ウ
」
と

「卜
」
が
潰
れ
た
字
形
で
記
さ
れ
る
た
め

「印
」
の
草
体

（ま
た
は

コ

分
」
の
草
体
）
と
認
識
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
該
本
の
親
本
が
定
家
様
の
書
風
で
書
写
さ
れ
た

一

本
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
、
「自
筆
之
正
本
手
自
書
写
之
詑
」
と

あ
る
識
語
の
記
載
と
併
せ
て
、
定
家
筆
本
の
本
文
を
伝
え
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
が
、
「綿
考
輯
録
』
翁
出
水
叢
書
１
綿
考
輯
録
第
一
巻
』
（汲
古

書
院
昭
６３
・
１
）
に
よ
る
）
・
『藤
孝
事
記
」
（古
典
文
庫
平
５
・
Ｈ
）
所
収

の

「御
遺
物

〔目
録
ピ

「御
歌
書
目
録
」
な
ど
の
細
川
家
関
連
の
蔵
書

目
録
類
に
も

「三
代
集
之
間
事
」
の
書
名
は
挙
が
ら
ず
、
該
本
の
親
本

の
素
性
や
伝
来
過
程
、
幽
斎
の
許
に
至
っ
た
経
緯
等
は
明
ら
か
に
し
得

な
い
。
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６
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
細
川
文
庫
本

（囲
・
ハ
。
１３
）

〔江
戸
前
期
〕
写
　
一
冊

袋
綴

（『八
代
集
秀
逸
」
と
合
綴
）。
茶
色
無
地
表
紙

（”
×
狙
９
、
左

肩
緑
色
で
麻
の
葉
を
刷
り
出
し
た
黄
色
題
寮

「訳
献
鰈
勝
報
」
。
料
紙
、

薄
様
。
墨
付
、
１５
丁

３
八
代
集
秀
逸
』
４
丁
を
除
く
）、
遊
紙
、
な
し
。
毎

半
葉
８
行
（行
間
の
本
書
加
筆
を
除
く
）。
和
歌

一
首
２
行
書
、
字
面
高
さ
、

約
獅
ｍ
。
内
題

「三
代
集
之
間
事
」
。

奥
書

・
識
語
は
、
巻
尾
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

貞
應
元
年

（塑
）
九
月
七
日
　
非
器
重
代
腎
人
　
藤
定
家

正
嘉
三
年
（四
）
三
月
十
二
日
　
不
慮
停
得
之
営
道
之
冥
助
也
。
／

可
悦
可
憑
而
巳
。

俸
持
披
覧
之
人
必
被
備
後
菩
提
也
。
／
同
十
五
日
私
加
朱
勘
古
晋
臨
期

有
失
念
事
故
也
。」

尊
鎮
親
王
御
折
昏
。

三
代
集
之
間
事
。

定
家
卿
真
跡
相
停
之
。
／
旨
無
疑
胎
者
也
。
／
御
判
記
之
」

此
三
代
集
之
間
事
、
先
年
以
自
筆
之
／
正
本
手
自
書
写
之
詑
、
而

早
卒
之
／
間
料
需
等
左
道
之
故
、
今
日
重
而
加
清
／
書
、
尤
可
謂

道
之
至
宝
、
八
代
集
秀
逸
／
是
又
彼
卿
被
撰
進
云
々
、
傷
為

一
冊

者
也
。

慶
長
三
年

（‐５９８
）
十

一
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
幽
斎
玄
旨
　
判

右
者
御
自
筆
本
而
以
令
校
合
者
也
。

印
記
、
巻
首

「九
州
／
大
學
／
日
書
」
（単
郭
正
方
形
朱
印
）、
巻
尾

「九

州
大
學
固
書
印
」
（単
郭
長
方
形
朱
印
）、
巻
首
に
昭
和
Ｚ
年
の
九
州
大
学

図
書
館
登
記
印
。
用
字
、
漢
字

・
平
仮
名
。
行
間
に
朱
書
に
よ
る
部
立

・

詞
書

・
和
歌

。
作
者
名
等
の
加
筆
あ
り
。
朱
書
訂
正
あ
り
。

該
本
は
細
川
幽
斎
の
識
語
を
記
し
、
「八
代
集
秀
逸
」
と
合
綴
さ
れ

る
こ
と
か
ら
も
前
掲
５
永
青
文
庫
蔵
本
の
転
写
と
思
わ
れ
る
が
、
字
配

り

・
丁
移
り
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。

本
文
は
５
と
ほ
ぼ
同

一
な
が
ら
も
、
誤
写
が
や
や
目
に
付
き
、
朱
筆

を
用
い
た
訂
正
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
識
語
末
尾
に
記
さ
れ
る

「御
自

筆
本
而
以
令
校
合
」
は
、
幽
斎
筆
本
を
以
て
該
本
が
校
合
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
と
思
わ
れ
、
朱
筆
訂
正
箇
所
は
５
に

一
致
す
る
。

７
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本

（巳
１９
・剛
）　
　
　
　
　
写
　
一
冊

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ

り
記
述
す
る
。
袋
綴

（Ｆ
一秘
抄
」
と
合
綴
）。
表
紙
左
肩
題
答

「三
制
妙

之
問
事
」
。
墨
付
１２
丁

（〓
一秘
抄
』
ψ
丁
を
除
く
）。
遊
紙
、
な
し
。
毎
半

葉
１０
行

（行
間
の
朱
書
加
筆
を
除
く
）。
和
歌

一
首
２
行
書
。
内
題

「
三
代

集
之
間
事
」
。

奥
書

・
識
語
は
、
巻
尾
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

貞
應
元
年

（睦
）
九
月
七
日
　
非
器
重
代
専
人
　
藤
定
家

正
嘉
三
年
（四
）
三
月
十
二
日
不
慮
偉
得
之
営
道
之
／
冥
助
也
。
可

悦
可
憑
而
巳
。

偉
持
披
覧
之
人
必
可
被
備
後
菩
提
也
。

同
十
五
日
　
私
加
朱
勘
古
歌
臨
期
有
失
念
之
故
也
。

尊
鎮
親
王
御
折
昏
。



三
代
集
之
間
事
。

厳骸り
（真卿鷲

日旨血　　　　　　　　　。」

慶
長
五
年

（皿
）
九
月
日

従
妙
庵
博
領
之
内
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
也
足
曼

印
記
、
巻
首

「彰
考
館
」
（瓢
箪
印
）。
用
字
、
漢
字

・
平
仮
名
。
行
間

に
部
立

・
詞
書

・
和
歌

・
作
者
名
等
の
加
筆
あ
り
。

該
本
は
、
５
永
青
文
庫
本

・
６
細
川
文
庫
本
と
同
様
に
細
川
幽
斎
関

連
の
識
語
を
記
し
、
幽
斎
周
辺
に
伝
来
し
た

一
本
に
発
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
識
語
の
年
次

。
文
面
は
５

・
６
と
は
異
な
り
、
５

ｏ
６
に
記
さ

れ
る
慶
長
三
年
（‐５９８
）十

一
月
よ
り
約

一
年
半
ほ
ど
湖
る
慶
長
二
年
（醐
）

卯

（四
月
）
の
年
期
を
記
す
。
恐
ら
く
、
５

・
６
識
語
に

「先
年
以
自

筆
之
正
本
手
自
書
写
之
詑
」
と
記
さ
れ
る
幽
斎
手
択
本
が
該
本
の
祖
本

に
相
当
す
る
と
推
測
さ
れ
、
５

ｏ
６
と
は
共
通
祖
本
は
想
定
で
き
る
も

の
の
、
直
接
の
転
写
関
係
に
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

慶
長
二
年
の
識
語
に
は
、
該
本
の
祖
本
を
幽
斎
よ
り
伝
領
し
た
人
物

いＬ
興
認
鱚
縛馨
野
尤
一̈幌
諄
羮
醐

と
想
定
さ
れ
る
。

本
文
は
５

・
６
と
ほ
ぼ
同

一
な
が
ら
も
、
字
配
り

。
丁
移
り
は
異
な

り
、
難
読
文
字
に

「如
本
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
「
そ
か

き
く
」
注
の
朱
書
加
筆
部
分
に

「
よ
み
人
し
ら
ず
」
の
作
者
名
注
記
を

記
す
。

Ｃ

８
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伝
霊
元
天
皇
農
筆
本

（特
５５
）

〔江
戸
前
期
〕
写
　
一
冊

袋
綴
。
青
に
び
色
で
菱
繋
ぎ
紋
を
刷
り
出
す
表
紙

（
地
×
狙
９
、
左

肩
打
付
書

「
三
代
集
間
之
事
」
。
料
紙
、
構
紙
。
墨
付
、
Ｈ
丁
、
遊
紙
、

巻
首
尾
各
１
丁
。
毎
半
葉
１０
行

（行
間
の
朱
書
加
筆
を
除
く
）。
和
歌

一
首

２
行
書
、
字
面
高
さ
、
約
昴
錮
。
内
題

「三
代
集
之
間
事
」
。

奥
書
は
巻
尾
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

貞
應
元
年

（睦
）
九
月
七
日
　
非
器
重
代
専
人
　
藤
定
家

印
記
、
巻
首

「国
書
／
寮
印
」
（単
郭
正
方
形
朱
印
）。
用
字
、
漢
字

・

平
仮
名
。
行
間
に
朱
書
に
よ
る
部
立

・
詞
書

・
和
歌

。
作
者
名
等
の
加

筆
あ
り
。

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
目
録
カ
ー
ド
に
は
、
「霊
元
天
皇
農
筆
…
…

御
物
１８
　
禁
裏
本
」
と
あ
る
。
識
語
類
は
記
さ
れ
ず
添
状
等
も
付
さ
れ

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
書
風

・
伝
来
か
ら
み
て
霊
元
天
皇
農
筆
と
思
わ

れ
る
。
暮
ホ裡
御
蔵
書
目
録
』
（『詠
鰊
始
庫
善
本
叢
刊
近
世
編
Ｈ
』
（汲
古

書
院
昭
５２
・
８
）
所
収
）
に
は
、
ヨ
一代
集
之
間
事
』
の
書
名
が
挙
が
る

の
で
、
霊
元
天
皇
時
代
以
前
の
禁
裏
に
別
本
が
伝
来
し
た
可
能
性
も
あ

る
が
、
現
在
は
伝
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ｃ
と
し
た
８

ｏ
９
は
定
家
奥
書
以
降
の
識
語
を
記
さ
な
い
も
の
の
、

ａ
・
ｂ
同
様
に
本
文
行
間
へ
の
朱
書
加
筆
が
認
め
ら
れ
、
正
嘉
三
年

（‐２５９
）
同

公
一一月
）
十
五
日
に
朱
書
加
筆
の
な
さ
れ
た
伝
本
に
発
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
識
語
は
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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本
文
は
ｂ
５
永
青
文
庫
蔵
本
と
比
較
す
る
と
、
「今
世
無
知
人
。
さ

く
さ
め
の
と
し
」
「
さ
く
さ
め
の
と
し
」
注
）
が
脱
落
し
、
「
よ
み
人
し
ら

す
」
翁
そ
か
き
く
」
注
）
の
朱
書
加
筆
が
あ
る
。

９
陽
明
文
庫
蔵
本
（近
。２４３
・四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
　
一
冊

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ

り
記
述
す
る
。
袋
綴

ｃ
三
代
集
抜
書
井
伊
勢
大
和
」
と
合
綴
）。
表
紙
左

肩
打
付
書

「
三
代
集
之
間
事
」
。
墨
付
Ｈ
丁

貧
三
代
集
抜
書
』
２７
丁
、
「伊

勢

〔物
語
抜
書
〓

５
丁
、
「大
和

〔物
語
抜
書
〓

６
丁
を
除
く
）。
遊
紙
、
な

し
。
毎
半
葉
１０
行

（行
間
の
朱
書
加
筆
を
除
く
）。
和
歌

一
首
２
行
書
。
内

題

「三
代
集
之
間
事
」
。

奥
書
は
、
巻
尾
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

貞
應
元
年

（υ

九
月
七
日
　
非
器
重
代
可
人
　
藤
定
家

印
記
、
な
し
。
用
字
、
漢
字

・
平
仮
名
。
行
間
に
部
立

・
詞
書

・
和

歌

・
作
者
名
等
の
加
筆
あ
り
。

該
本
は
９
書
陵
部
蔵
本
と
同
様
に
定
家
奥
書
以
降
の
識
語
を
記
さ
な

い
。
字
配
り

・
丁
移
り
も
同

一
で
前
掲
脱
文
箇
所
も
重
な
り
、
近
い
関

係
に
あ
る
。
９
の
親
本
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
が
、
現
存
の
状
態
は

全
体
に
亘
り
や
や
虫
損
が
目
に
付
き
、
判
読
困
難
な
箇
所
も
ま
ま
見
受

け
ら
れ
る
。

第
Ⅱ
類

１０
神
宮
文
庫
蔵
本

（第
一二
門
。
国
）
　

　

　

〔江
戸
中
期
〕
写
　
一
冊

袋
綴
。
茶
色
横
刷
毛
目
表
紙

（別
×
１７
．
９
９
ヽ
左
肩
打
付
書

「
三
代
集

間
事
　
全
」
。
料
紙
、
椿
紙
。
墨
付
、
１２
丁
、
遊
紙
、
な
し
。
毎
半
葉
８

～
９
行

（行
間
の
朱
書
加
筆
を
除
く
）。
和
歌

一
首
１
行
書
、
字
面
高
さ
、

約
知
ｍ
。
内
題

「三
代
集
之
間
事
」
。

奥
書

・
識
語
は
、
巻
尾
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

貞
應
元
年

（υ

九
月
七
日
非
器
重
代
寄
人
。
　

藤
定
家
」

正
嘉
矩
許

（四
）
三
月
十
二
日
不
慮
偉
得
之
営
道
之
冥
加
／
之
可

悦
可
憑
而
巳
。

惇
持
披
覧
之
人
必
可
被
備
彼
菩
提
也
。

尊
鎮
親
王
御
折
紙
。

三
代
集
之
間
事
。

誘
悧
（真機
瑳
鰐
鶉
靱
ン

慶
長
五
年

（団
）
九
月
日

従
妙
庵
停
領
之
内
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
也
足
曳
」

印
記
、
巻
首

「林
崎
／
文
庫
」
（単
郭
正
方
形
朱
印
）、
「林
崎
文
庫
」
（子

持
ち
枠
長
方
形
朱
印
）、
巻
尾

「天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納
／
皇
太

神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽
／
京
都
勤
思
堂
村
井
古
巌
敬
義
拝
矢
単
郭
長

方
形
朱
印
）。
用
字
、
漢
字

・
平
仮
名
。
稀
に

「イ
」
と
付
記
し
た
墨
校

あ
り
。
該
本
を
含
む
第
Ⅱ
類
と
し
た
１０
～
＝
に
は
、朱
書
に
よ
る
行
間
へ
の

詞
書

・和
歌
等
の
加
筆
が
認
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
に
対
応
し
て
５
永
青
文

庫
蔵
本
等
に
記
さ
れ
る
正
嘉
三
年

（四
）
同

全
二
月
）
十
五
日
の
朱
書
加
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筆
時
の
識
語
も
記
さ
れ
な
い
。
一
見
す
る
と
加
筆
以
前
の
形
態
を
留
め

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、該
本
の
識
語
は
細
部
の
小
異
を
除
け
ば
７

彰
考
館
蔵
本
と
同
文
で
あ
り
、
慶
長
二
年

（り

に
妙
庵
細
川
幸
隆
が

幽
斎
よ
り
伝
領
し
た

一
本
に
発
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同

一
識
語
を
記

し
朱
書
加
筆
部
分
を
持
た
な
い
別
本
が
他
に
存
在
し
た
と
は
考
え
に
く

く
、
や
は
り
７
の
類
本
か
ら
識
語
と
朱
書
加
筆
部
分
を
削
除
し
、
現
存

の
形
と
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
よ
う
に
、
朱

書
部
分
は
後
補
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
よ
り
原
態
に
戻
す
努

力
が
払
わ
れ
、
意
識
的
に
削
除
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

本
文
は
、
「晦
日
。
是
構
皆
月
祓
」
「
一
詞
事
み
な
つ
き
は
ら
へ
」
注
）

の
部
分
を
脱
し
、
「嬢
母
養
件
卿
。
件
卿
幼
少
之
時
…
…
」
令
一
作
者
事

お
ほ
つ
ふ
ね
」
注
）
の

「件
」
を

「仲
」
と
す
る
な
ど
の
誤
記
が
認
め
ら

れ
、
ま
た
、
全
丁
に
亘
り

「所
」
と

「可
」
を
区
別
し
難
い
曖
味
な
字

形
で
記
し
、
他
に
も
判
読
困
難
な
字
形
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
り

「本
ノ

マ
ゝ
」
と
注
記
す
る
箇
所
が
あ
る
。
７
か
ら
派
生
し
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
本
文
的
に
は
劣
る
と
い
え
る
。

＝
島
原
市
立
図
書
館
蔵
松
平
文
庫
本

（松
。
‐２‐
●
５
）

〔江
戸
前
期
〕
写
　
一
冊

袋
綴
。
紺
色
無
地
表
紙
（昴
ｘ
珈
り
、
左
肩
題
察
コ
ニ
代
集
之
間
事
」
。

料
紙
、
椿
紙
。
墨
付
、
１２
丁
、
遊
紙
、
な
し
。
毎
半
葉
１０
行
。
和
歌

一

首
２
行
書
、
字
面
高
さ
、
約
２３
．
０
釧
。
内
題

「三
代
集
之
間
事
」
。

奥
書

・
識
語
は
、
巻
尾
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

貞
應
元
年

（ψ

九
月
七
日
　
非
器
重
代
再
人
　
藤
定
家

正
嘉
三
年

（四
）
三
月
十
二
日
　
不
慮
偉
得
之
営
／
道
之
冥
助
之
。

可
悦
可
憑
而
巳
。

業
持
披
覧
之
人
必
可
被
備
後
菩
提
／
也
。」

尊
鎮
親
王
御
折
紙
。

三
代
集
之
間
事
。

定
家
卿
真
跡
相
停
之
。
／
旨
無
疑
始
者
也
。
／
御
判
記
之
」

印
記
、
巻
尾

「尚
舎
源
忠
房
」
（子
持
ち
枠
長
方
形
青
印
）、
「文
／
庫
」

（印
刻
朱
印
）、
巻
首
に
昭
和
３６
年
の
島
原
図
書
館
登
記
印
。
用
字
、
漢
字
・

平
仮
名
。

該
本
も
１０
同
様
に
、
本
文
中
に
朱
書
加
筆
部
分
が
記
さ
れ
ず
、
正
嘉

三
年

（ｗ
）
同

全
二
月
）
十
五
日
の
朱
書
加
筆
時
の
識
語
も
記
さ
れ
な
い

た
め
、
一
見
す
る
と
加
筆
以
前
の
形
態
を
留
め
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

が
、
識
語
は
１０
神
宮
文
庫
蔵
本
に
類
似
し
、
１０
か
ら
慶
長
年
間
の
二
つ

の
識
語
を
欠
く
形
に
な
っ
て
い
る
。
本
文
も
、
「晦
日
。
是
稀
皆
月
祓
」

「
一
詞
事
み
な
つ
き
は
ら
へ
」
注
）
の
部
分
を
脱
し
、
「件
」
を

「仲
」
と

書
き
、
「所
」
「可
」
の
字
形
が
曖
味
で
区
別
し
難
い
等
の
１０
に
特
徴
的

な
誤
脱
と
同
様
の
箇
所
が
随
所
に
認
め
ら
れ
、
１０
の
類
本
に
基
づ
き
、

識
語
の

一
部
を
削
除
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
或

い
は
、
尊
鎮
の
識
語
に
の
み

「本
云
」
と
付
記
さ
れ
る
の
で
、
二
本
以

上
の
校
合
を
経
て
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
本
文
的
に
１０
と
類
似

す
る
点
は
否
定
で
き
ず
、
校
合
本
で
あ
る
可
能
性
も
低
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
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‐２
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本

（卸
。
３０
）

〔江
戸
中

。
後
期
〕
写

一
冊

袋
綴
。
小
花
を
描
く
黄
褐
色
表
紙

（”
×
加
９
。
外
題
、
な
し
。
料

紙
、
椿
紙
。
墨
付
１６
丁
、
遊
紙
、
巻
首
４
丁
。
毎
半
葉
９
行
。
和
歌

一

首
２
行
書
、
字
面
高
さ
約
２４
．
Ｏ
ｍ
。
内
題

「三
代
集
之
間
事
」
。

奥
書

・
識
語
は
巻
尾
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

貞
應
元
年

（曖
）
九
月
七
日
　
非
器
重
代
寄
人
　
藤
定
家
」

正
嘉
三
年

（四
）
三
月
十
二
日
　
不
慮
偉
得
之
／
営
道
之
冥
助
之
。

可
悦
可
憑
而
巳
。

襲
持
披
覧
之
人
必
可
被
備
後
菩
／
提
也
。」

尊
鎮
親
王
御
折
紙
。

三
代
集
之
間
事
。

定
家
卿
真
跡
相
偉
之
。
／
旨
無
疑
始
者
也
。
／
御
判
記
之
」

末
尾
部
分
の
「始
」
は

「贈
」
に
も
見
え
る
曖
味
な
字
形
で
記
さ
れ
る
。

印
記
、
巻
首

「住
友
／
氏
蔵
」
（単
郭
正
方
形
朱
印
）、
「大
阪
府
立
／

固
書
館
／
蔵
書
之
印
」
（単
郭
正
方
形
朱
印
）、
明
治
“
年
の
大
阪
府
立
図

書
館
登
記
印
。
用
字
、
漢
字

・
平
仮
名
。

該
本
は
、
識
語
も
＝
松
平
文
庫
本
と
同
文
で
あ
り
、
本
文
の
特
徴
も

酷
似
し
近
い
関
係
に
あ
る
が
、
本
文
の
状
態
は
、
日
に
比
べ
て
も
更
に

乱
れ
て
い
る
。
「前
左
衛
門
佐
基
俊
」
含
一
作
者
事
　
お
ほ
つ
ふ
ね
」
注
）、

「晦
日
。
是
稗
皆
月
祓
。
長
元
之
比
或
人
記
。
御
蔵
小
舎
人
来
」
「
一
詞

事

み
な
月
は
ら
金

注
）
の
各
部
分
を
脱
す
る
の
を
は
じ
め
、
随
所
に

数
文
字
程
度
の
脱
落
が
認
め
ら
れ
る
。
誤
写
や
判
読
不
能
の
ま
ま
字
形

を
写
し
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
多
く
、
本
文
の
意
が
殆
ど
理
解
で

き
な
い
ま
ま
書
写
し
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
調
査
で
き
た
伝
本
中

最
も
誤
脱
の
多
い
伝
本
で
あ
る
。

ｂ
‐３
群
書
類
従
本
（巻
２８８
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
　
一
冊

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本

（ｏ３‐
●２
）
に
よ
る
。
「群
書
類
従
』
巻

二
人
八
所
収

η
僻
案
抄
」
と
合
綴
）。
香
色
布
目
表
紙

（扇
×
孵
響
、
左

肩
単
郭
題
答

「革
書
類
従
　
巻
二
人
八
」
。
墨
付
１０
丁

η
僻
案
抄
』
４
丁

を
除
く
）。
無
辺
無
界
、
１０
行
、
印
面
高
さ
、
約
笏
ｍ
。
内
題

「
三
代
集

之
間
事
」
。

奥
書

・
識
語
は
、
巻
尾
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

貞
應
元
年

（塑
）
九
月
七
日
　
非
器
重
代
号
人
　
藤
定
家
」

正
嘉
三
年

（四
）
三
月
十
二
日
　
不
慮
博
得
之
営
道
之
冥
助
／
也
。

可
悦
可
憑
也
。

停
持
披
覧
之
人
必
可
被
備
彼
菩
提
也
。

尊
鎮
親
王
御
折
昏
。

三
代
集
之
間
事
。

定
家
卿
真
跡
相
停
之
旨
／
無
疑
始
者
也
。
／
御
判
記
之
」

此
三
代
集
之
間
事
、
先
年
以
自
筆
之
正
本
手
自
／
書
罵
之
詑
、
而

早
卒
之
間
料
紙
等
左
道
之
故
、
今
重
」
而
加
清
書
、
尤
可
謂
道
之

至
宝
、
人
代
秀
逸
／
是
又
／
彼
卿
被
撰
進
云
々
、
傷
為

一
冊
者
也
。

慶
長
三
年

（‐５９８
）
十

一
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
幽
斎
玄
旨

右
三
代
集
間
事
、
以
屋
代
弘
賢
蔵
本
校
合
了
。
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用
字
、
漢
字

。
平
仮
名
。

群
書
類
従
本
は
唯

一
の
刊
本
で
あ
る
。
識
語
は
、
第
Ｉ
類
ｂ
５
永
青

文
庫
蔵
本

・
６
細
川
文
庫
本
と
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
が
、
正
嘉
三
年

（四
）

三
月
十
五
日
の
朱
書
補
筆
時
の
識
語
を
欠
き
、
そ
れ
に
対
応
し
て
本
文

中
に
は
朱
書
加
筆
部
分
の
和
歌
等
は

一
切
記
さ
れ
な
い
。
同

一
の
識
語

を
記
す
別
本
を
底
本
と
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
５

・６
の
類
本
を
底

本
と
し
、
識
語
の

一
部
と
朱
書
加
筆
部
分
を
削
除
し
版
行
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
校
合
に
用
い
ら
れ
た
屋
代
弘
賢
蔵
本
は
、
２
黒
川

文
庫
本
を
指
す
の
か
、
他
に
弘
賢
所
持
の

一
本
が
あ
っ
た
の
か
、
今
の

と
こ
ろ
明
ら
か
に
し
得
な
い
。

本
文
は
、
「傷
抄
に
ち
る
も
み
ち
は
を
と
書
了
」
「
あ
さ
ま
た
き
」
注
）

の
部
分
を
脱
し
、
「
い
ま
あ
こ
」
翁
一
作
者
事
お
ほ
つ
ふ
ね
」
注
）
を

「
い

ま
あ
こ
め
」
と
す
る
な
ど
の
誤
脱
が
認
め
ら
れ
る
。

＝
関
西
大
学
附
属
図
書
館
蔵
岩
崎
文
庫
本

「藤
門
雑
記

〔第
一一こ
所
収

本

（９‐‐
四
。
‥
２
・
２
ｏ第
９
冊
）

天
保
十
四

（Ｕ

岩
崎
美
隆

写
　
一
冊

叢
書

「藤
門
雑
記

〔第
二
こ

（岩
崎
美
隆
編
。手
写

・
総
数
３‐
冊
）
中
の

一
冊
。
ョ
一代
集
之
間
事
』
は
群
書
類
従
か
ら
の
抄
出
で
あ
り
、
「源
氏

物
語
奥
入
」
「僻
案
抄
」
「後
花
園
院
御
消
息
」
「贈
定
家
卿
文
」
「定
家

卿
消
息
毎
月
抄
」
「東
野
州
御
消
息
」
「今
川
了
俊
和
耳
所
不
審
条
々
」

「了
俊
弁
要
抄
」
「落
書
露
顕
」
「徹
書
記
物
語
」
「東
北
院
職
人
尋
合
」

と
合
綴
さ
れ
る
。

群
書
類
従
本
の
奥
書

・
識
語
を
転
写
し
た
後
に
次
の
識
語
が
あ
る
。

右
僻
案
抄
、
三
代
集
間
事
、
以
革
書
類
従
本
書
写
了
。

天
保
十
四
癸
卯
年
六
月
十
三
日
　
美
隆

「古
典
籍
総
合
目
録
」
に
同
文
庫
蔵
本
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
同
文
庫

に
は
他
に

コ
ニ
代
集
之
間
事
』
は
所
蔵
さ
れ
ず
、
該
本
が
相
当
す
る
と

思
わ
れ
る
。
「関
西
大
学
所
蔵
瑞
引
華
雑
蚊
韓
目
録
」
（関
西
大
学
図
書
館

５‐
．

３
）
に
記
載
が
あ
り
、
同
目
録
に
は

「岩
崎
美
隆
略
伝
」
が
付
さ
れ
る
。

三

『三
代
集
之
間
事
」
に
は
現
在
の
と
こ
ろ
古
写
本
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
ず
、
古
筆
切
な
ど
も
確
認
で
き
て
い
な
い
。
比
較
的
多
数
の
古
筆

邸

需

詰

ぼ
鷲

『
中
騨

槃

賢

麒

酔

難

認

孵

練

『僻
案
抄
』
に
比
べ
る
と
、
伝
存
資
料
は
極
端
に
乏
し
く
、
広
く
伝
播
し

た
形
跡
も
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
成
立
直
後
の
伝
流
も
不
明
な
点
が
多
く
、
現
在
、
「冷
泉
家
時

雨
亭
叢
書
“
中
世
歌
学
集

書
目
集
』
（朝
日
新
聞
社
平
７
・
４
）
に
公
開

さ
れ
る
冷
泉
家
の
古
蔵
書
目
録
中
に
も

コ
ニ
代
集
之
間
事
」
の
書
名
は

挙
が
ら
ず
、
冷
泉
家
に
お
け
る
伝
来
も
確
認
で
き
な
い
。
「徳
川
黎
明
会

叢
書
桐
火
桶

・
詠
歌

一
外

。
綺
語
抄
』
（思
文
閣
出
版
平
元
・
７
）
に
納

め
ら
れ
る
徳
川
黎
明
会
蔵
今
川
了
俊
自
筆
『和
専
秘
抄
（詠
歌
一
外
こ
の

巻
末
に
付
記
さ
れ
た
了
俊
所
持
の
和
歌
抄
物
の
書
留
の
中
に
「
後
撰
・

拾
遺

秘
説

一
帖
同

（為
秀
）
筆
」
と
あ
る
も
の
が

コ
ニ
代
集
之
間
事
」
に

-61-



該
当
す
る
の
な
ら
ば
、
冷
泉
為
秀
筆
本
が
嘗
て
伝
存
し
た
こ
と
に
な
る

が
、
他
に
資
料
も
な
く
、
こ
の
例
も
現
在
の
と
こ
ろ
不
詳
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

結
果
的
に
、
正
嘉
三
年

（Ψ

〓
一月
十
二
日
に
定
家
筆
本
を
伝
領
し
、

同
十
五
日
に
行
間
に
朱
筆
を
用
い
て
詞
書

・和
歌
等
の
加
筆
を
行

っ
た

某
が
、
現
在
確
認
で
き
る
本
書
の
伝
来
に
関
わ
る
最
も
早
い
時
期
の
人

物
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
某
に
つ
い
て
は
、
１
野
口
氏
蔵
本
の
扉

裏
に
、定
家
卿
自
筆
、
「∃
囚
冽
劉
司
冽
利
倒
。
文
字
不
可
読
依
青
墨

ニ
テ

占
いス
。

と
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
消
極
的
な
が
ら
も
二
条
為
氏

（貞
応
元
年
囲

―
弘
安
九
年
晰
）
か
と
す
る
説
が
示
さ
れ
て
い
硫
∝
こ
れ
は
、
３
桃
園
文

庫
本
に
、
此

一
巻
は
権
中
納
言
定
家
卿
染
筆
に
し
て
朱
書
を
加

へ
給
ふ
は
前

大
納
言
為
氏
卿
な
り
。
　

　

こ

と
記
さ
れ
る
識
語
と
も

一
致
す
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
２
黒
川
文
庫
本

の
巻
纏
に
転
写
さ
れ
る
、

京
極
黄
門
定
家
卿

朱
筆
為
氏
卿

購
鷲
集
問
事
／
箱
書
附
小
堀
遠
州

此
本
小
遠
州
所
持
也
。
古
筆
了
音

（琴
山
）

と
あ
る
古
筆
了
音

（延
宝
二
年
団
―
享
保
十
年
蘭
）
の
極
が
根
拠
と
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
了
音
の
極
は
、
少
な
く
と

も
没
年
で
あ
る
享
保
十
年
（陽
）
以
前
に
は
付
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
２

自
体
は
、
１
よ
り
下
る
文
化
二
年

（り

の
書
写
で
あ
る
が
、
極
の
付

さ
れ
た
時
期
は
１
の
転
写
さ
れ
た
明
和
二
年

（‐７６５
）
を
湖
り
、
１
の
転

写
に
際
し
て
了
音
の
極
は
参
照
さ
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
４

彰
考
館
蔵
本

（巳
５
・醐
）
識
語
に
は
、

嵯

饉

燿

酵
飩

γ

賽

『

翻

謝

ぴ
寛
発

年

と
あ
り
、
了
音
の
極
を
湖
る
寛
文
九
年

（印
）
の
時
点
に
お
い
て
、
加

筆
者
に
藤
原
為
家

（建
久
九
年
‐１９８
‐
建
治
元
年
昴
）
を
擬
す
事
例
も
認
め

ら
れ
、
了
音
の
時
点
に
至
り
新
た
に
為
氏
と
極
ら
れ
た
可
能
性
を
示
唆

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
加
筆
者
に
為
家
を
比
定
す
る
の
も
、
そ
の
根
拠
は
薄
弱
で
あ

り
、
朱
書
加
筆
に
至
る
正
嘉
三
年

（り

の

一
連
の
識
語
に
見
え
る
、

正
嘉
三
年

（四
）
三
月
十
二
日
　
利
劇
園
得
辺
び
営
道
之
／
冥
助

也
。
可
悦
可
憑
而
巳
。

博
持
披
覧
之
人
必
可
被
備
後
菩
提
／
也
。
同
十
五
日
私
加
朱
勘
古
爵
臨

期
有
失
念
事
故
也
。

の

「不
慮
偉
得
之
」
と
あ
る
文
辞
は
、
定
家
か
ら
家
伝
の
書
籍
を
伝
領

し
た
為
家
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
為
∝
現
時
点
で
は

朱
書
加
筆
を
行

っ
た
人
物
に
つ
い
て
は
不
詳
と
す
る
の
が
穏
当
と
思
わ

れ
る
。
記
録
等
に

「
三
代
集
之
間
事
』
の
書
名
が
挙
が
る
の
は
、
「実
隆
公

記
」
延
徳
二
年

（醐
）
三
月
二
十
九
日
条
に
、

ョ
側
劉
闇
劃
コ
到
劉
劇
到
書
写
之
本
今
日
終
校
合
。
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と
あ
る
の
が
管
見
に
入
っ
た
早
い
例
で
あ
り
、
現
存
諸
伝
本
識
語
の
記

載
年
次
を
湖
る
。
実
隆
は
定
家
筆
本
を
転
写
し
て
お
り
、
こ
れ
は
同
月

十
八
日
条
に
、

町
」
．鴫
制
辟
鰤
詠
、
定
家
卿
自
筆
例
測
樹
測
期
義
由一
輯
厳
河
踏
嘔

と
あ
る

「後
撰
拾
遺
難
義
』
も
同

一
書
か
と
思
わ
れ
、
禁
裏
周
辺
に
定

家
筆
本
が
伝
来
し
転
写
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
」ゝ
の
例
も

素
性
や
入
手
経
路
は
記
さ
れ
な
い
。

実
隆
転
写
の
後
、
定
家
筆
本
は
尊
鎮

（冒
頭
に
掲
げ
た
識
語
Ｄ
）、
幽
斎

（同
Ｅ
）
へ
と
伝
領
さ
れ
、
更
に
小
堀
遠
州

（２
黒
川
文
庫
本
識
〓じ
、
甲

斐
守
藤
原
某

（４
彰
考
館
蔵
本
）、
竹
原
勘
十
郎
玄
路

（１
野
口
氏
蔵
本
識

語
）、
屋
代
弘
賢

（２
黒
川
文
庫
本
識
語
）
と
い
つ
た
人
々
の
間
を
流
れ
片

山
吉
兵
衛
の
許
に
至
り
文
化
十
三
年

（‐８‐６
）
坐
具
庵
主
に
よ
つ
て
転
写

さ
れ
る
の
は
既
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。
１
～
３
の
よ
う
な
定
家
様
の
書

風
で
書
写
さ
れ
る
伝
本
の
存
在
も
勘
案
す
れ
ば
、
」ゝ
れ
ら
全
て
が
定
家

筆
本
で
あ
っ
た
か
は
疑
わ
し
く
、
１
～
３
の
よ
う
な
伝
本
を
定
家
筆
本

と
認
定
し
た
例
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
れ
∝
ま
た
、
２
黒
川
文
庫
本
識

語
に
は
、
弘
賢
按
定
家
卿
ニ
ハ
ア
ラ
ス
．
筆
力
及
料
紙
ノ
時
代
を
以
墜
ル
ニ

為
氏
卿
ノ
臨
書
ト
オ
ホ
シ
キ
也
。
文
化
二

（響

門
八
月
二
日
模
。

と
、
鎌
倉
期
に
既
に
転
写
さ
れ
た
可
能
性
が
示
さ
れ
る
。
定
家
筆
本
を

伝
領
し
た
某
に
よ
り
副
本
が
作
ら
れ
、
そ
こ
に
朱
書
加
筆
が
な
さ
れ
た

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

以
上
、
伝
本

・
伝
来

。
本
文
等

に
つ
き
、
調
査
で
き
た
伝
本
に
書
誌

を
付
す
形
で
述

べ
若
干

の
補
考
を
付
し
た
。
書
誌
的
整
理
に
引
き
続

い

て
、
本
文
を
読
み
解
く
作
業
を
通
し
て
成
立

。
内
容

・
位
置
付
け
等

の

問
題
に
つ
き
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た

い
。
（以
下
続
稿
）

注（１
）
本
書
の
記
載
を

「後
撰
集
」
の
伝
本
研
究
に
援
用
さ
れ
た
、
岸
上
慎
二
氏

「後
撰
和
歌
集
の
研
究
と
資
料
」
（新
生
社

昭
４‐
．
１
）、
杉
谷
寿
郎
氏

「後

撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
」
（笠
間
書
院

昭
“
・
３
）
の
論
が
あ
り
、
ま
た
、
近

時
、
定
家
を
含
む
御
子
左
家
の
歌
学
の
形
成
を
論
じ
た
、
上
野
順
子
氏

「御

子
左
歌
学
の
形
成
―

『顕
註
密
勘
』
致
―
」
η
和
歌
文
学
論
集
Ю
和
歌
の
伝

統
と
享
受
』
風
問
書
房

平
８

・
３
）
が
あ
る
。

（２
）
川
平
氏
前
掲
論
文
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。

（３
）
後
述
す
る
が
、
本
書
の
書
名
は
、
「冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
“
中
世
歌
学
集

書
目
集
」
（朝
日
新
聞
社

平
７

・
４
）
に
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
冷
泉
家
蔵

の
蔵
書
目
録
類
に
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
成
立
直
後
の
伝
来
を
記
す
資
料
は

現
時
点
で
は
見
出
せ
て
い
な
い
。

（４
）
以
下
、
野
口
氏
論
を
参
照
す
る
際
は
後
者
に
よ
る
。

（５
）
竹
原
勘
十
郎
玄
路
に
つ
い
て
は
、
森
繁
夫
氏
編

・
中
野
荘
次
氏
補
訂

『名

家
伝
記
資
料
集
成
』
（思
文
閣
出
版

昭
５９
・
２
）
に
は
、
「竹
原
玄
路

（タ
ケ

ハ
ラ

ハ
ル
ミ
チ
）

細
川
家
士
　
姓
宇
治
　
享
保
五
庚
子
年

（二
三
八
〇
）

生
　
寛
政
六
甲
寅
年

含
一四
五
四
）
十

一
月
九
日
没
　
七
五
歳
　
初
名
惟
親

称
勘
十
郎
　
号
紫
海
廣
陵
　
致
仕
し
て
穀
斎
　
墓
所
往
生
院
　
久
志
本

常
典
門
　
歌
道
に
長
ず
　
多
芸
に
し
て
才
学
あ
り
　
故
実
家
」
と
あ
る
。
ま
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た
、
「肥
後
先
哲
偉
蹟
』
（隆
文
館

明
“

・
７
）
に
伝
記
が
綴
ら
れ
る
。

（６
）
佐
方
宗
佐
に
つ
い
て
は
、
「綿
考
輯
緑
』
第
五

・
”
丁
表
に

「佐
方
吉
右

衛
門
之
昌

入
道
宗
こ

と
し
て
略
伝
が
記
載
さ
れ
る
。
な
お
、
土
田
将
雄
氏

「
細
川
幽
斎
聞
書
」
解
題
―
付
佐
方
宗
佐
に
つ
い
て
―
」
（国
文
学
論
集
１６

昭

５８

・
１
）
に
詳
細
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
佐
筆

『御
歌
書
目
録
」
は
、
「北

岡
文
庫
蔵
書
解
説
目
録
―
細
川
幽
斎
関
係
文
学
書
―
」
（昭
３６
・
‐２
）
に
翻
刻

が
あ
る
。

（７
）
細
川
幸
隆
に
つ
い
て
は
、
中
村
格
氏

「妙
庵
細
川
幸
隆
に
つ
い
て
」
（宝

生

昭
４８

・
７
・８
、
同
４９

。
２
）
に
詳
細
で
あ
る
。

（８
）
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵

・個
人
蔵
。
拙
稿

「伝
藤
原
為
家
筆

「顕
注
密
勘
」

（巻
二

・
春
下
）
断
簡

解
題

・
影
印

・
翻
刻
」
（語
文
６８
平
９

・
５
）
参
照
。

（９
）
天
理
図
書
館
蔵
。
「天
理
図
書
館
善
本
叢
書
３５
平
安
時
代
歌
論
集
』
（八
木

書
店

昭
５２

・
５
）
参
照
。

（Ю
）
野
口
氏
前
掲
論
文
参
照
。
同
論
文
で
は
、
一
旦
為
氏
を
想
定
さ
れ
た
上
で
、

「新
和
歌
集
目
録
』賊
文
の
記
事
等
の
資
料
か
ら
為
氏
と
宇
都
宮
歌
壇
の
関
係

に
及
び
、
ョ
一代
集
之
間
事
』
の
執
筆
対
象
を
宇
都
宮
頼
綱

（法
名

・蓮
生
治

承
二
年
‐１７８
‐
正
元
元
年

四
）
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｈ
）
安
政
五
年
版

『増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集
」
に
は
、
伝
承
筆
者
を
為
氏
と
す

る
古
筆
切
が
因
幡
切
他
十

一
種
挙
げ
ら
れ
、
中
に
「同

含
一条
）
為
氏
卿
…
…

同
（四
半
）

寄
詞
ノ
注
朱
点
ア
リ
」
と
朱
点
を
付
す
歌
詞
の
注
の
古
筆
切
も

あ
る
。
な
お
、
為
氏
の
事
跡
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
『実
隆
公
記
」
天
文

二
年
二
月
十
六
日
条
に
「素
経
携

一
壺
来
、
盃
酌
、
古
今
事
等
有
相
談
事
、
一二

代
集
聞
書

鵬
岬

加
奥
書
返
遣
之
」
と
あ
り
、
為
氏
抄
と
伝
承
さ
れ
る
三
代

集
の
間
書
が
実
隆
当
時
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
或
い
は
、
為
氏
に
も
三

代
集
や
歌
詞
の
注
釈
等
の
著
作
が
あ
っ
た
か
。

（‐２
）
『顕
注
密
勘
」
附
注
直
後
の

「承
久
三
年
後
十
月
十
二
日
書
写
畢
」
と
あ

る
識
語
が
為
家
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
「僻
案
抄
』
奥
書
に
も

「此
草
注
付
之

後
、
拾
遺
相
公

一
人
之
外
、
更
不
他
見
」
と
記
さ
れ
為
家
が
執
筆
の
対
象
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
を
も
勘
案
す
れ
ば
、
「不
慮
博
得
之
。
営
道
之
冥
助

也
」
と
い
う
言
は
為
家
に
相
応
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（‐３
）
室
町
後
期
以
降
、
定
家
様
の
書
風
を
志
向
し
定
家
自
筆
に
紛
う
よ
う
な
筆

跡
を
示
す
人
物
も
多
く
確
認
で
き
る
。
名
児
耶
明
氏

「定
家
様
と
小
倉
色

紙
」
貧
和
歌
文
学
論
集
９
百
人

一
首
と
秀
歌
撰
』
風
間
書
房
平
６
・
１
）。

末
筆
な
が
ら
、
貴
重
な
典
籍
の
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
き
ま
し
た
各

図
書
館

・
文
庫
に
心
よ
り
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（う
ん
の
。け
い
す
け
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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